ＳＷＲ計　作成記
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前回作成した３．５～２９MHｚ用のアンテナチューナーを現在も活用している。
そのアンテナチューナーにＳＷＲメータとＰＯＷメーターが付いていたらいいなと思ったことが、このＳＷＲ計を作成する動機に成りました。
ＳＷＲメータ回路図をＣＱ誌の記事を探してみた。

① トロイダルコアを用いたもの。
② アンテナラインに沿わせた誘導線をもちいたもの。
   の２通りが紹介されていた。

② の方法のほうが使用部品も少ないので、この方式を採用することにした。
   メータはジャンク箱に１５０μＡ、１００ｍＶのものがあったので使うこと
   にした。
また、チュナー部は以前に作成してあったものを活用することにした。

１．ＳＷＲ測定部の作成
　 ５ＤＦＢの同軸ケーブルを１６ｃｍほど切って被服を剥いで、編み線を真ん
中に寄せて、できた隙間に０．２ｍｍのビニール被服線を２本通し、進行波
と反射波の取り出しを行う誘導線を作った。
片側を進行波、もう一方を反射波用として、各線の片側に１００Ωを通してアースし、もう一方にはダイオードとコンデンサー（０．０１）を通してアースし、 ダイオードとコンデンサーの間から、メータへの線を取り出し、ＶＲを通してメータに繋ぎアースした。進行波、と反射波の切り替えはトグルＳＷで切り替える ことにした。
２．失敗
　１６ｃｍの誘導線から得た整流後の電流が多いのか、アンテナには５０Ωのダミーを繋いだにも係わらず、反射波のメータの振れが０方向に振れるが最低点が合わない。
メーカー製のＳＷＲ計に取り替えて見るときちんと落ちている。
メータの振れは、どうもＳＷＲの最低値と合っていないようだ。
ダイオードの取り付け位置を変えたいが、アースの配線がうまくいかない。
そんなこともあって、別の方法をｗｅｂで探した。

３．検出部の再調査
　ｗｅｂで調べると、トロイダルコアを使ったものは数多く見られるが、誘導
型のものは
あまり見当たらなかった。
そんな中に、プリント基板を用いて作ったものを見つけた。
アンテナ線に沿って誘導線を切り出したもので、長さ１０ｃｍの中央（５㎝）から１００Ωを通してアースし、一方を進行波、もう一方を反射波に用にしたものと、誘導線の長さ５ｃｍで，そのアンテナ芯線を挟んで２本の誘導線を切り出した方法とがあった。
チューナーの大きさから考えると、短いほうがいいので５ｃｍのほうにすることにした。

４．再作成
縦３ｃｍ、横５ｃｍのべーク板の銅の部分を削って、アンテナ芯線部とその両側に誘導線を切り出し、各誘導線に、１００Ωの抵抗を通してアースし、もう一方をダ イオードとコンデンサー（０．０１）を通してアースした。部品は誘導線の直近にハンダ付けして、ダイオードとコンデンサーの間からメータへの線を取り出し た。
そのように、もう一方の線も丁度正反対になる形でつくり、トグルスイッチにつけてメータで進行、反射を切り替えられるようにした。

５．結果
進行波の最大時に、反射波は最低を示し、進行波、反射波の振れはうまくいった。
でも、周波数を変えると、針の振れ（スケール）が大きく変化し、このままではＳＷＲ値を直読する形にするのは難しいことが分かった。
ＳＷＲ値の表示をして、一目でＳＷＲ値が分かるようにするにはもっと細かく測定し、調整機能を付けなければならない。
でも、ＳＷＲの最低点は知ることができる形がとれたので、この結果を、進行波と反射波の状態を同時に見られるメーター２個を使ったＳＷＲ計の作成の教材にしようと思う。
　次頁に製作後の写真を掲載しましたので参考にご覧下さい。
完成後の外観です。
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内部全体を写しました。
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検出部分のプリント基板（左上部）の様子です。

最後までご覧頂きまして有難う御座いました。

                                                 ＪＨ１ＡＧＬ

原稿は、ＪＱ１ＹＲＢの掲示板より転載致しました。

　　　　　　　　　　　　　　一部の文字等を補正致しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　編集部

